
CLINIC

し
ま
う（
尿
失
禁
）な
ど
で
す
。

　

症
状
の
現
れ
方
が
異
な
り
ま
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
「
も
の
忘

れ（
記
憶
障
害
）」か
ら
始
ま
る
こ
と
が

多
い
の
に
対
し
、
水
頭
症
は
「
歩
き
に

く
さ
」か
ら
始
ま
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
最
近
歩
き
方
が
お
か

し
い
な
？
」
と
感
じ
る
こ
と
が
、
早
期

発
見
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

加
齢
の
せ
い
に
さ
れ
や
す
い
た
め
で

す
。
歩
行
障
害
は
「
筋
力
低
下
や
膝
の

痛
み
」、
認
知
症
は「
年
相
応
の
も
の

忘
れ
」と
誤
解
さ
れ
、放
置
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん 

。
実
際
、

国
内
に
は
38
万
人
か
ら
80
万
人
以
上
の

患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

適
切
に
受
診
で
き
て
い
る
人
は
そ
の
数

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

主
に
画
像
検
査
と
「
タ
ッ
プ
テ
ス

ト
」を
行
い
ま
す
。

•
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
： 

脳
室（
脳
の

中
の
隙
間
）が
広
が
っ
て
い
な
い
か
を

確
認
し
ま
す
。

•
タ
ッ
プ
テ
ス
ト（
髄
液
排
除
試
験
）： 

腰
か
ら
針
を
刺
し
、
脳
脊
髄
液
を
少
量

（
約
30
㏄
）抜
い
て
み
る
検
査
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
数
日
間
に
わ
た
っ
て
歩
行
や

認
知
機
能
が
改
善
す
る
か
を
確
認
し
、

手
術
の
効
果
を
予
測
し
ま
す
。

　　「
髄
液
シ
ャ
ン
ト
術
」と
い
う
手
術
が

一
般
的
で
す
。 

脳
内
に
溜
ま
っ
た
余
分

な
水
を
、
細
い
管
（
シ
ャ
ン
ト
）
を
通

し
て
腹
腔（
お
腹
）な
ど
へ
流
し
、
吸

収
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。
こ
の

手
術
に
よ
り
、
脳
へ
の
圧
迫
が
取
り
除

か
れ
、
症
状
の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

手
術
に
よ
り
、
少
し
前
か
ら
の
歩
行

障
害
と
も
の
忘
れ
が
、
手
術
後
に
画

像
・
臨
床
症
状
と
も
に
大
き
く
改
善
し

た
患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
や
、
水
頭
症
外
来
・
も

の
忘
れ
外
来
な
ど
の
専
門
外
来
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。 

岐
阜
市
民
病
院
で

は
２
０
２
５
年
10
月
に
「
水
頭
症
外

来
」
を
開
設
し
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
他
診
療
科
と
連
携
し
て
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
（
ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｈ
）は
、「
早
期
発
見
、
早
期
治
療
」
に

よ
り
改
善
の
可
能
性
が
高
い
疾
患
で
す
。

本
人
や
家
族
が「
歩
き
に
く
さ
」や

「
意
欲
の
低
下
」に
気
づ
い
た
ら
、「
年

の
せ
い
」と
あ
き
ら
め
ず
、
ま
ず
は
専

門
医
を
受
診
す
る
こ
と
が
、
健
康
な
生

活
を
取
り
戻
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
あ
き
ら
め

て
い
た
歩
き
に
く
さ
、
も
の
忘
れ
、
失

禁
。
そ
れ
ら
は
、
手
術
で
改
善
す
る
可

能
性
の
あ
る
「
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症

（
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
）」か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

脳
を
保
護
し
、
栄
養
を
運
ぶ
「
脳
脊

髄
液
」が
脳
内
に
過
剰
に
溜
ま
り
、
脳

を
圧
迫
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
脳
は
、

豆
腐
パ
ッ
ク
の
中
の
豆
腐
の
よ
う
に
水

（
脳
脊
髄
液
）に
浮
い
て
守
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
水
の
循
環
が
悪
く
な
り

増
え
す
ぎ
る
と
、
脳
の
大
事
な
機
能
を

圧
迫
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
特
に
、
原
因
が
特
定
で
き

ず
高
齢
者
に
発
症
す
る
も
の
を
「
特
発

性
正
常
圧
水
頭
症
（
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
）」と
呼

び
ま
す
。

　

特
徴
的
な「
3
つ
の
サ
イ
ン
」が
あ

り
ま
す
。
特
に「
歩
き
方
の
変
化
」
が

最
初
の
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
多
い

で
す
。

①
歩
行
障
害
（
最
も
多
い
）： 
小
股
で

よ
ち
よ
ち
歩
く
、
足
が
上
が
ら
な
い

（
す
り
足
）、
足
を
開
い
て
不
安
定
に
歩

く
、
方
向
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

い
と
い
っ
た
症
状
で
す
。

②
認
知
症
状
： 

も
の
忘
れ
に
加
え
、

意
欲
や
集
中
力
の
低
下
、
作
業
速
度
が

遅
く
な
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

③
排
尿
障
害
： 

尿
意
を
我
慢
で
き
な

い（
尿
意
切
迫
）、
ト
イ
レ
の
回
数
が

多
い（
頻
尿
）、
間
に
合
わ
ず
漏
ら
し
て

「
治
る
認
知
症
を
ご
存
知
で
す
か
？
」

〜
水
頭
症
と
そ
の
治
療
に
つ
い
て
〜定

期
開
催
の「
岐
阜
市
民
病
院
公
開
講
座
」
の
講
演
動
画
は
、

岐
阜
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
中
！

玉
川 
紀
之 
医
師
他
に
よ
る

「
水
頭
症
･
認
知
症
」に
関
す
る

動
画
を
只
今
公
開
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、岐
阜
市
民
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

岐阜市民病院
ホームページ

今月の先生
岐阜市民病院　脳神経外科 玉川　紀之
◯役職
脳神経外科長
脳神経外科部長
救急診療部長
脳卒中センター長
研修センター副センター長
栄養部副部長
脳卒中センター脳卒中相談室長

◯主な資格、認定
日本脳神経外科学会専門医・指導医
日本脳卒中学会専門医・指導医
日本脳神経血管内治療学会専門医・指導医
日本脳卒中の外科学会技術指導医

◯卒業年、主な職歴
平成8年卒
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Q7

Q5

Q2

Q3Q4

水
頭
症
と
は
ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か
？

結
び
に

ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
う
の

で
す
か
？

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
で

す
か
？

ど
の
よ
う
な
検
査
で
診
断
し

ま
す
か
？

ど
の
よ
う
な
症
状（
サ
イ
ン
）

に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
す

か
？

「
普
通
の
認
知
症
」と
の

違
い
は
何
で
す
か
？

な
ぜ
見
逃
さ
れ
や
す
い
の
で

し
ょ
う
か
？

手
術
で「
治
る
認
知
症
」

特
発
性
正
常
圧
水
頭
症

（
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
）を
知
る
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